
22
国
民
春
闘
は
、
「
改
憲
・
国
づ
く

り
と
暴
走
政
治
」
を
継
承
し
た
岸
田
政

権
と
あ
ら
た
な
改
憲
勢
力
と
、
私
た
ち

労
働
者
・
国
民
と
の
闘
い
が
激
化
し
ま

す
。

憲
法
本
部
に
名
称
変
え

岸
田
首
相
は
こ
れ
ま
で
の
「
憲
法
改

正
推
進
本
部
」
か
ら
「
実
現
本
部
」
に

名
称
を
変
え
、
「
憲
法
改
正
を
夏
の
参

院
選
の
争
点
」
に
す
る
と
明
言
し
た
ほ

か
、
維
新
は
「
参
院
選
と
セ
ッ
ト
で
国

民
投
票
の
実
施
」
を
主
張
、
ま
た
、
国

民
民
主
ま
で
も
が
、
こ
れ
ま
で
野
党
が

一
貫
し
て
反
対
し
て
き
た
憲
法
審
査
会

に
出
席
す
る
な
ど
、
重
大
局
面
を
迎
え

て
い
ま
す
。

憲
法
を
守
り
活
か
す

一
方
、
ど
の
世
論
調
査
で
も
労
働
者
・

国
民
の
関
心
は
、
感
染
対
策
や
経
済
、

社
会
保
障
対
策
が
上
位
で
あ
り
、
多
く

の
国
民
が
改
憲
は
望
ん
で
い
ま
せ
ん
。

憲
法
に
と
ど
ま
ら
ず
感
染
対
策
や
地

域
経
済
再
建
、
公
衆
衛
生
・
社
会
保
障

拡
充
な
ど
「
労
働
者
・
国
民
の
い
の
ち

と
暮
ら
し
の
た
め
に
憲
法
を
守
り
活
か

し
て
い
く
」
と
い
う
世
論
を
思
い
切
っ

て
大
き
く
広
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。憲

法
を
め
ぐ
る
重
大
局
面
の
も
と
、

全
県
の
職
場
と
地
域
一
人
ひ
と
り
が
全

力
を
あ
げ
、
憲
法
を
守
り
活
か
す
社
会

の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。
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JR
東
日
本
よ
り

12
月
15
日
に
提
案
さ
れ
る

今
回
の
提
案
は
、
組
織
の
再
編

で
は
現
業
機
関
に
企
画
部
門
の
業

務
が
移
管
さ
れ
て
新
た
な
運
営
体

制
に
な
る
こ
と
や
、
現
支
社
の
管

轄
を
ベ
ー
ス
に
「
首
都
圏
」
「
東

北
」
「
新
潟
」
に
エ
リ
ア
を
区
分

け
し
、
東
京
支
社
は
「
首
都
圏
本

部
」
、
仙
台
支
社
は
「
東
北
本
部
」

に
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

制
度
改
正
等
に
つ
い
て

制
度
改
正
等
で
は
、
企
画
部
門

の
職
名
の
見
直
し
や
新
幹
線
通
勤

や
特
急
通
勤
の
制
限
緩
和
に
よ
る

通
勤
手
当
の
見
直
し
等
、
法
改
正

を
見
越
し
た
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー

の
さ
ら
な
る
推
進
や
半
休
の
取
得

要
件
の
見
直
し
等
、
こ
の
間
、
国

労
東
日
本
本
部
が
求
め
て
い
た
要

求
が
受
け
入
れ
ら
れ
一
部
改
善
と

な
る
提
案
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
の
現
業
機
関
の
体
制
や
現
支

社
の
管
轄
を
ベ
ー
ス
と
し
な
が
ら

も
エ
リ
ア
内
の
異
動
が
行
わ
れ
る

の
か
な
ど
不
明
確
な
点
が
多
く
あ

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
現
業
機
関
の

働
き
方
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
日
単
位
や
時
間
単
位
で
柔
軟
に
担

い
ま
す
。

業
務
内
容
に
応
じ
た
制
服
・
私
服
の
着
用

系
統
や
執
務
場
所
に
縛
ら
れ
な
い
広
範
な
業
務
を
経
験

●
日
単
位
で
の
柔
軟
な
働
き
方

１
日
目
（
駅
業
務
・
エ
リ
ア
内
他
駅
・
制
服
着
用
）

２
日
目
（
駅
業
務
・
拠
点
駅
・
制
服
着
用
＋
企
画
業
務
・

統
括
セ
ン
タ
ー
・
私
服
着
用
）

３
日
目
（
乗
務
業
務
・
担
当
線
区
・
制
服
着
用
）

４
日
目
（
訓
練
・
会
議
等
・
統
括
セ
ン
タ
ー
・
制
服
着
用
）

５
日
目
（
駅
業
務
・
拠
点
駅
・
制
服
着
用
＋
生
活
サ
ー
ビ

ス
・
拠
点
駅
）

●
時
間
単
位
で
の
柔
軟
な
働
き
方

１
日
目

朝
出
勤
時
（
駅
業
務
）

（
乗
務
業
務
）

←

←

２
日
目

日
中
時
間
帯

企
画
業
務

企
画
業
務

資
料
作
成
・
会
議
等

資
料
作
成
・
会
議

支
社
・
グ
ル
ー
プ
会
社
車
両
セ
ン
タ
ー
な
ど
参
加

←

４
日
目

自
治
体
等
社
外
関
係
者
参
加

５
日
目

夕
方
以
降
〜
駅
業
務

乗
務
業
務

現
業
機
関
に
つ
い
て
だ
け
記
載
し
ま
し
た
が
あ
ら
ゆ
る

系
統
の
業
務
を
担
当
し
ま
す
。
国
鉄
当
時
か
ら
鉄
道
業
務

を
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
系
統
間
を
超
え
た
業
務
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。



帝
京
長
岡
高
校
の
吉
田
先
生
の
不
当
解

雇
に
つ
い
て
、
長
岡
地
裁
は
２
０
２
０
年

９
月
「
解
雇
は
無
効
」
と
し
て
賃
金
の
仮

払
い
を
学
園
に
命
じ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
帝
京
学
園
は
異
議
申
し

立
て
を
行
い
審
議
さ
れ
２
０
２
１
年
10
月

15
日
に
異
議
申
し
立
て
が
認
め
ら
れ
、
先

の
決
定
が
覆
さ
れ
賃
金
が
払
わ
れ
な
い
状

態
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
決
定
の
取
り
消
し
を
求
め
て
東
京

高
裁
へ
地
位
保
全
の
抗
告
を
行
い
ま
し
た
。

生
活
給
15
万
円

12
月
25
日
、
県
春
闘
共
闘
の
幹
事
会
で

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
12
月
６
日
に
私
教

連
、
支
援
団
体
と
の
話
し
合
い
で
吉
田
先

生
の
生
活
給
に
つ
い
て
ど
う
す
る
の
か
。

最
低
、
15
万
円
が
必
要
だ
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

代
表
者
会
議
で
方
針
決
定

２
０
２
１
年
12
月
21
日
、
代
表
者
会
議

で
方
針
が
決
定
。
支
援
す
る
会
で
は
毎
月

５
〜
６
万
円
の
カ
ン
パ
を
取
り
組
む
こ
と
。

学
園
側
と
早
急
に
和
解
を
進
め
た
い
が

学
園
は
和
解
に
つ
い
て
考
え
て
い
な
い
。

帝
京
長
岡
高
校
の
労
働
組
合
は
、
第
二

第
三
の
吉
田
先
生
を
出
さ
せ
な
い
こ
と
か

ら
、
吉
田
先
生
の
解
雇
問
題
の
闘
い
に
つ

い
て
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
東
京
高
裁
で
の
闘
い
に
な
る

の
で
財
政
に
つ
い
て
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

県
労
委
・
東
京
地
裁
の
闘
い

現
在
、
県
労
働
委
員
会
へ
「
解
雇
無
効
」

と
職
場
復
帰
の
申
立
て
を
昨
年
12
月
23
日

に
行
い
審
理
が
続
い
て
い
ま
す
。

中
央
委
は
学
園
側
へ
「
不
当
労
働
行
為

の
認
定
と
懲
戒
処
分
の
取
り
消
し
」
な
ど

「
命
令
」
を
学
園
側
に
下
し
ま
し
た
が
、

学
園
は
中
労
委
の
命
令
取
り
消
し
を
狙
い

東
京
地
裁
に
提
訴
し
ま
し
た
。

御
支
援
・
御
協
力
を

地
労
委
、
東
京
地
裁
の
闘
い
が
並
行
し

て
続
い
て
い
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
東
京
高

裁
で
の
闘
い
が
２
月
か
ら
始
り
ま
す
。

国
労
も
支
援
団
体
、
共
闘
組
織
と
と
も

に
不
当
解
雇
撤
回
の
闘
い
を
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
決
意
で
す
。

そ
し
て
、
吉
田
先
生
の
生
活
給
を
含
め

財
政
支
援
も
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

組
合
員
み
な
さ
ん
の
御
支
援
、
御
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

２
０
１
０
年
度
Ｊ
Ａ

Ｌ
グ
ル
ー
プ
安
全
報

告
書
で
は
２
０
１
０

年
12
月
31
日
の
在
籍

数
が
２
９
１
４
名
で

２
０
１
１
年
３
月
31

日
更
生
計
画
削
減
目

標
が
２
９
７
４
名
で

す
。整

理
解
雇
さ
れ
た

２
０
１
０
年
３
月
31

日
時
点
に
遡
っ
た
配

置
数
は
更
生
計
画
に

定
め
た
人
員
削
減
目

標
に
達
成
し
て
お
り

整
理
解
雇
の
必
要
性

が
全
く
な
か
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
で
す
。

安
全
報
告
書
の
内
容
が
事
実
で
あ
る
こ

と
を
会
社
は
認
め
ま
し
た
。
必
要
な
か
っ

た
解
雇
を
し
た
会
社
の
責
任
は
重
大
で
す
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
安
全
報
告
書
は
国
土

交
通
省
に
も
提
出
さ
れ
て
お
り
、
国
交
省

も
整
理
解
雇
の
必
要
性
が
な
か
っ
た
こ
と

を
承
知
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
土
交
通
省
の
責
任
追
及
も
含
め
て
、

Ｊ
Ｈ
Ｕ
労
組
、
支
援
団
体
、
国
労
も
共
に

解
雇
争
議
の
全
体
的
な
解
決
に
向
け
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
で
す
。

２
０
２
２
年
、
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し

た
。
正
月
は
ど
う
過
ご
さ
れ
た
で
し
ょ
か
？

コ
ロ
ナ
の
感
染
が
落
ち
着
き
始
め
て
い

た
矢
先
、
急
に
感
染
が
拡
大
し
ま
し
た
。

新
潟
県
も
一
日
に
２
０
０
名
を
超
え
る
感

染
者
を
出
し
ま
し
た
。

や
は
り
、
年
末
年
始
の
人
の
流
れ
が
大

き
な
原
因
で
し
ょ
う
か
？

今
年
は
「
地
本
旗
開
き
」
を
企
画
し
地

本
の
活
動
・
取
り
組
み
を
盛
り
上
げ
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
中
止
と
な
り

残
念
で
す
。
退
職
者
激
励
会
も
延
期
が
続

い
て
い
ま
す
。

１
月
、
２
月
、
中
央
委
員
会
や
エ
リ
ア

委
員
会
の
開
催
、
そ
し
て
地
方
委
員
会
も

開
催
し
ま
す
。
春
闘
行
動
が
３
月
に
企
画

さ
れ
て
い
ま
す
。
何
と
か
収
束
し
て
欲
し

い
で
す
ね
・
・

今
シ
ー
ズ
ン
は
大
雪
に
・
・
新
潟
市
内

は
今
の
と
こ
ろ
雪
は
少
な
い
で
す
が
・
・

早
く
春
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
。
そ
し

て
コ
ロ
ナ
も
収
束
し
て
元
の
生
活
に
戻
り

た
い
で
す
。
難
し
い
で
す
か
？

も
う
２
年
あ
ま
り
、
外
へ
飲
み
に
行
っ

て
い
ま
せ
ん
、
行
き
た
い
で
す
ね
。
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